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令和6年度大規模輸出産地モデル形成等支援事業事例
（事業実施主体：鹿児島オーガニックティー協議会、品目：抹茶、煎茶、玉露）

有機茶ニーズへの対応
 需要の高い有機茶の生産拡大が必要

耕作放棄地の活用
 勉強会や残留農薬検査の実施等により、  
有機茶転換を推進

 耕作放棄地や離農園地を引き受け、有機茶
園への転換を実施

有機茶栽培面積の拡大
 輸出向け生産者の増加（２者→４者）
 輸出向け栽培面積の増（40a→1,366a）
 アメリカへの輸出に向けた残留農薬検査につい
て、協議会全員が基準をクリア

>

効率的な輸送方法の検討
 輸送費用の高騰により、輸送コストの削減が
必要

輸送試験の実施
 ロサンゼルス向け船舶輸送（常温）とパリ向
け船便輸送（冷蔵）を実施し、比較検証

 効率的な輸送方法勉強会の実施

輸送コストの削減
 常温でもコンテナ内は15℃以下をキープでき、
品質も良好であり、コストが約110万円    
（冷蔵便と常温便の比較）抑制できた

課題 取組 成果

令和５年度
輸出額 約7,750万円
輸出量 約24トン

令和６年度（実績）
輸出額 約8,150万円
輸出量 約26.5トン

輸出先顧客の管理
 日本からの遠隔では行き届かない管理を現地
側からのフォロー

 顧客満足度を向上し、顧客の契約解除を   
防御する体制を構築する

取引先の確保と国ごとの拠点づくり 
 海外取引先に対し、日本から遠隔での営業
活動等には限界がある。

輸出先毎に現地パートナーとの協業
 アメリカやフランスには駐在している日本人が 
取引先を管理

 現地輸入した有機茶のデリバリーにより、顧客
満足度の確認を実施
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